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＊現場見学をご希望される方は、お気軽に当企業体もしくは竹田ダム建設事務所にご連絡下さい。

　当企業体が第５０号ダムだよりを発行した１月末には、非常に寒い日が続いておりま

したが、３ヵ月が経ち、４月１９日（日）には大分県内で３０度を超える地域が出るな

ど、半袖で過ごせるような暑い日も目立ち始めました。４月からの思わぬ暑さに早くも

秋が待ち遠しく感じてしまいますが、いかがお過ごしでしょうか。

　さて、２００９年度を迎え、本体工区の残工期も２年を切りました。

　ピーク時に比べ２割程度の人員となりましたが、各工区と連携して、地域社会ならび

に周辺環境に充分に配慮した施工を進めてまいりますので、引き続きご理解・ご協力を

賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

トピックス

　本体工区では、河床部土質ブランケット工事を施工しておりますが、０９年４月

に無事にコア材の盛立てを完了いたしました。現在進めている表面保護材の盛立て

を０９年５月に完了させ、その後 転流水路をダム堤体内の管路へ切り回す工事に取

り掛かってまいります。

≪河床部の構造≫

完了

完了

　左岸他工区においても、ＣＳＧの打設、及びコア材の盛立てが順調に進んでいます。
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